
【暴力団の検挙人員・勢力・構成員】※手集計

性 暴 力 ・ 児 童 虐 待 へ の 的 確 な 対 処

【重要凶悪事件の認知件数・検挙件数・検挙率】 ※暫定値

【サイバー犯罪の相談件数・検挙件数】 ※手集計

サ イ バ ー 空 間 の 脅 威 へ の 的 確 な 対 処

重 要 凶 悪 事 件 の 徹 底 検 挙

災 害 ・ テ ロ 等 の 脅 威 へ の 的 確 な 対 処

【災害対策】
○ 自治体と連携した各種災害警備訓練・教養の実施

○ 大規模災害時における飯塚オートレース場との警察署代替
施設使用に関する協定の締結

○ 管区機動隊飯塚小隊が飯塚市消防署と合同訓練を実施

【各種テロ対策】
○ 第２７回参議院議員通常選挙等における要人警護の完遂

○ 飯塚花火大会・山笠等におけるテロ対策及び雑踏警備の完遂

○ 爆発物原料となり得る化学物質を販売・管理する事業者等に
対する管理者対策等の実施

○ 先端技術情報の流出防止を目的とした企業等に対する啓発

取

組

【災害対策】
□ 豪雨災害等に備えた装備資機材の整備及び実践的訓

練の実施等による対処能力の向上
□ 自治体等と連携した地域住民の自助意識の醸成に向

けた広報啓発の推進

【各種テロ対策】
□ 花火大会等の大規模行事におけるテロ対策及び雑踏

警備対策の推進
□ 要人の安全確保に向けた実践的な警護訓練の実施
□ 飯塚警察署テロ対策パートナーシップ推進会議の参画

機関等と連携したテロ未然防止対策の推進

○ 人質立てこもり事件対応訓練の実施（６月）
○ 重要凶悪事件に準ずる傷害致死事件の検挙（８月）
○ 殺人未遂事件の検挙（12月）

取
組

□ 最大限の捜査員を動員した迅速・的確な初動捜査の
推進による被疑者の早期かつ徹底した検挙

□ 被害者等の心情に配意した捜査の推進
□ 犯罪被害者支援センターと連携した綿密な支援活動の

推進
□ 県民の安心感の醸成と被害拡大防止に向けた迅速かつ

的確な情報発信の徹底
□ 実践的な教養による若手捜査員の早期育成

今
後

○ PayPay不正利用事件等、サイバー犯罪対策課との合同
捜査の実施

○ インターネット上の違法・有害情報の削除件数７３５件

○ サイバー犯罪対処能力向上のための各種教養の実施

取

組

□ 本部主管課と緊密に連携した捜査の推進

□ 事案認知時における迅速・的確な初動対応と証拠
保全の徹底

□ 関係機関・団体等と連携した被害の未然防止及び
拡大防止対策の推進

□ 社会全体におけるセキュリティ意識の向上に向けた
広報啓発活動の推進

□ 職員の対処能力の向上に向けた取組の推進

今
後

【性犯罪の認知件数・検挙率】※暫定値

性犯罪～検挙率９０．９％（認知件数１１件／検挙件数１０件）

〔内訳〕
・ 不同意性交等 （認知件数７件、検挙件数３件）
・ 不同意わいせつ（認知件数４件、検挙件数７件）

取

組

□ 被疑者の早期徹底検挙による被害の拡大防止
□ 防犯カメラ画像の収集、緻密な鑑識活動等の迅速かつ

的確な初動捜査の徹底
□ 性犯罪の発生実態の分析に基づいた重点警戒
□ 学校、企業等と連携した自主防犯行動を促す広報啓発

等の推進
□ 犯罪被害者支援センターと連携した支援活動の推進
□ 実践的指導・教養による若手捜査員の早期育成

今
後

【通告児童数、ＳＴ相談等件数、ＤＶ相談等件数】※確定値

○ 児童虐待事案において、問題兆候を適切に把握し対応し
た結果、通告児童数は大幅に増加（前年比＋４６件）

○ 本部主管課と連携して、積極的な検挙等を実施
・ ストーカー規制法違反検挙８件（前年比＋３件）
・ 禁止命令発出１２件（前年比＋４件）
・ 文書警告３件（前年比＋３件）

取

組

□ 児童相談所等関係機関と連携した児童の安全確保を
最優先とした対応の徹底

□ ストーカー・ＤＶ事案における事件化を最優先とした対
応の徹底

□ ストーカー行為者に対する積極的な禁止命令及び文書
警告の実施

□ 人身安全関連事案発生時における対処本部への確実
な報告と迅速的確な対応の徹底

□ 警察共通基盤システムを活用した確実な記録化と事案
管理の徹底

今
後

今
後

ニ セ 電 話 詐 欺 及 び S N S 型 投 資 ・ ロ マ ン ス 詐 欺 対 策 の 推 進

飲 酒 運 転 ・ 交 通 事 故 抑 止 対 策 の 推 進

暴 力 団 ・ ト ク リ ュ ウ 対 策 の 推 進

【ニセ電話詐欺の認知件数・被害額・検挙人員】※暫定値

□ 阻止活動促進のための金融機関及びコンビニエンススト
ア等に対する働き掛けの推進

□ 防犯協会と連携した防犯機能付き電話等の普及促進
□ 劇団「ひだまり」の寸劇など感銘力のある啓発の推進
□ 学生ボランティアと協働した広報啓発の推進
□ 新たな広報啓発媒体の獲得による広報啓発活動の強化
□ 飯塚安全・安心ネットワーク／自治体SNSを有効に活用

した広報啓発の推進
□ 「だまされた振り作戦」等による検挙対策の推進
□ 犯罪インフラ対策及び犯行ツール対策の推進

今
後

【ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知件数・被害額・検挙人員】※暫定値

○ ニセ電話詐欺の阻止件数（令和７年中）
４６件 / 県下第１位

○ 優良防犯電話の普及促進事業(全国防犯協会連合会)
普及率100％を達成

○ 劇団「ひだまり」を結成し、会合等で被害防止啓発寸劇を実施

○ 警察署ＨＰにおいて、啓発寸劇、手口、対策を随時掲載

○ 「だまされた振り作戦」により３名を現場検挙

○ 防犯カメラ、スマホの精査等、事後捜査により２名を検挙

取

組

○ 暴力団による建設会社への発砲事件につき、指定暴力団首
領等８名を検挙

○ 覚醒剤取締法違反（営利目的所持）につき、指定暴力団
傘下組織幹部を検挙

取

組

□ 資金獲得犯罪に対する実態解明及び取締りの徹底

□ 暴力団排除活動及び離脱・就労支援対策の推進

□ 暴力団から県民を守る保護対策の徹底

今
後

【匿名・流動型犯罪グループ総合対策の推進状況】

○ 暴力団幹部等３名を貸金業法違反で検挙するなど、資金
源対策を実施

取
組

□ 匿名・流動型犯罪グループに対する実態解明の更な
る推進と解体の徹底

□ 上位被疑者への突き上げ捜査の徹底
□ 犯罪収益の剥奪の徹底

今
後

【飲酒運転事故の発生件数・検挙件数】※確定値
□ 企業等における飲酒運転通報訓練、飲酒運転撲滅教

育用ＶＲを活用した交通安全教育の推進

□ 酒類提供飲食店等における通報訓練の実施

□ スポーツ団体と協働した効果的な広報啓発の推進

□ 飲酒運転事故被害者遺族による講演の積極的な招致

□ 飲酒運転情報の分析に基づく隣接署等と協働した取締
りの強化

今
後○ 企業等と協働した飲酒運転通報訓練の実施(１月,３月)

○ 陸上自衛隊飯塚駐屯地における被害者遺族の講演(７月)
○ プロスポーツ団体と協働したキャンペーンの実施(７月）
○ 嘉飯地区合同飲酒運転取締りの実施(７月)
○ オートレース場におけるキャンペーン／ＣＳ放送(１１月)

取

組

【交通事故の発生件数・死者数】※確定値

○ 自転車ヘルメット着用促進に向けた高校保護者説明会に
おける講話の実施(３月)

○ 災害時を想定した自衛隊との交通整理訓練の実施(３月)
○ バス会社と協働した児童に対する交通教室の実施(４月)
○ 高校生と協働した自転車安全利用に向けた啓発等(９月)
○ 高校生ヘルメット着用促進リーダーズサミットの開催(９月)
○ ハロウィンにおける暴走族対策の実施(10月)

取

組

□ 高校生（自転車マナーアップリーダーズ(仮称)）と協働
した児童の自転車マナーとヘルメット着用率の向上のため
の啓発活動の推進

□ 自転車の交通違反に対する青切符導入に伴う交通指導
取締りの強化

□ 高齢者関連事故を防止するための「反射材」の配布活動
の実施

□ 「シルバー・セーフティ・ドライビングスクール」の積極的な
開催

□ 通学路の安全確保に向けた走行車両の速度抑制のため
の指導取締りの強化

今

後

令和７年中の治安概況について（飯塚警察署）

社 会 の 変 容 に 即 し た 警 察 運 営 の 推 進

○ 年次休暇取得促進
平均１４．２８日（前年比+０．５３日）

○ 男性職員の育児参加促進
父親育児休暇取得率 ９０％

○ 学校等と連携した警察官採用勧奨活動の実施

○ グループ別検討会を始めとした職務倫理教養の実施

取

組

□ ポータルサイトの積極的な活用等、業務のデジタル化・
合理化を推進して働きやすい職場環境を形成

□ 男性の育児促進を始めとしたワークライフバランス実現
のための職場環境の整備

□ 高校、大学等との連携の強化による勧奨活動の推進
□ 高い倫理観と厳正な規律を保持するための指導教養

の徹底

今
後

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

認知件数 6 11 6 5 11 16 45 ＋29
被害額(万円) 1,104 864 299 233 1,106 13,880 11,349 －２，５３１

検挙人員 3 5 2 3 4 2 5 ＋3

項目 R6 R7 前年同期比

認知件数 14 22 ＋８
被害額(万円) 11,986 17,173 ＋５，１８７

検挙人員 0 0 ±0

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

認知件数 5 7 7 3 4 20 11 -９
検挙率(%) 120 85.7 100 66.6 100 60 90.9 +３０.９%

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

検挙件数 0 2 5 2 4 5 6 +１
相談件数 59 67 68 122 97 83 128 +４５

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

検挙人員 8 8 9 10 6 5 6 ＋１
勢力(人) - - - - - 36 38 ＋２
構成員(人) 36 34 31 28 26 20 22 ＋２

令和８年２月４日

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

認知件数 2 1 2 7 3 1 1 ±0
検挙件数 2 1 2 3 3 1 1 ±0
※　重要凶悪事件とは、殺人、強盗、放火、略取・誘拐項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

発生件数 5 3 1 1 6 0 2 +２
検挙件数 80 51 31 52 51 59 65 +６

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

発生件数 896 726 672 641 578 463 430 -３３
死者数 1 3 3 5 2 3 4 +1

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 前年同期比

通告児童数 237 260 323 207 198 213 259 ＋４６
ストーカー

相談等件数 60 47 38 37 43 26 31 ＋５
ＤＶ相談等件数 110 93 70 78 74 74 83 ＋９
※　通告児童数とは、児童虐待を受けたと思われる児童を児童相談所に通告した件数


